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技 術 概 要 
 

技術名称 ベントナイト砕石 NB工法 
担当部署 専務理事・統括 

担当者 成島誠一 

NETIS登録番号 KT-170018-A 電話番号 03-3503-4861 

会社名等 一般社団法人NB研究所 MAIL s-narushima@nb-institute.com 

技術の概要 ホームページ 

https://www.nb-institute.com/ 

 

 

 

 

 

１．技術開発の背景及び契機 

 

汚染土壌封じ込め、最終処分場遮水層、放射能汚染隔離層、ため池などに従来工法として

ベントナイト混合土が多く採用されてきましたが、品質のばらつき、混合ムラ、母材選定

など課題が顕在化して参りました。そこで、品質の向上、混合ムラがなくかつ性能が格段

に向上する技術の要請が高まり開発の契機となりました。 

 

２．技術の内容 

 

ベントナイト砕石NB工法は、ベントナイトという天然粘土鉱物100%素材を用い開発されま

した。ベントナイト鉱山から採掘された100%の原石を粗砕し、適正な粒径、含水比にする

ことで、高い圧密性能とともに良好な施工性、抜群な遮水性能を確保しております。品質

管理は、多面的かつ簡易な手法である簡易支持力測定器キャスポルを採用し、インパクト

値と施工範囲含水比の検量線から均質な仕上げを提供致します。高い遮水性能と均質な品

質により汚染土壌封じ込め、最終処分場遮水層、放射能汚染隔離層、ため池などに適用で

きる信頼性の高い工法です。 

 

３．技術の効果 

 

ベントナイト砕石NB工法は、ピュアベントナイト100%のためばらつきがなく、従来工法と 

比較し遮水性能は透水係数k≦10-10m/secで100倍、日当たり施工量が2倍に向上します。さら 

に事前の配合設計の必要がなく即時的に施工できるため、緊急対応にも適しています。 

施工環境は、粉塵発生がなく、フィニッシャなどの適用も可能で、周辺環境への影響低減 

が図れます。本工法は、混合作業をなくし、常に均質でトラフィカビリティの良いピュア 

ベントナイト100%砕石を適用することで、施工性、経済性、品質の向上が見込まれます。 

耐久性は、天然粘土鉱物が母材であるため、極めて高く、安全な工法であると言えます。 

 

４．技術の適用範囲 

 

・施工基盤強度がコーン指数qc≧1,200kN/㎡の基盤を閾値として施工します。 

・平坦部、2割勾配以下の法面など転圧作業が可能な施工基面を対象とします。 

 

５．活用実績（2022年9月1日現在） 

 

国の機関(国交省1件、環境省1件)、自治体(都道府県9件、市町村4件)、民間3件 

土壌汚染封じ込め 2件 廃棄物最終処分場 6件 放射能汚染隔離層  9件 

水銀廃棄物対策層 1件 
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６．写真・図・表 

                  
       

図-1 ベントナイト砕石NB工法・施工フローチャート 
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技 術 概 要 
 

技術名称 テラグリッド補強土工法 

担当部署 テラグリッド工法研究会 

担当者 
岡三リビック（株）林豪人 

東京インキ（株）原田道幸 

NETIS登録番号 HK-160018-A 電話番号 
岡三リビック（株）03-5782-9088 

東京インキ（株）03-5902-7628 

開発会社 

岡三リビック（株） 

東京インキ（株） 

北見工業大学 

MAIL 
hayashi.taketo@okasanlivic.co.jp 

mi-harata@tokyoink.co.jp 

技術の概要 １．技術開発の背景及び契機 

 従来のジオテキスタイル補強土壁工法は、壁面材に鋼製枠を使用しており、壁面近傍の

締固め不足や、塩害による壁面材の腐食や、凍上による壁面材の変形等の懸念があった。

そこで、切土擁壁では耐久性や耐候性に優れる材料として実績が多いジオセル擁壁に着目

し、補強土工法への適用を模索した。樹脂製のジオセルを補強土の壁面材に用いること

で、確実に締固め度を得られる。さらには塩害や酸性土壌や凍上に対する耐久性を飛躍的

に向上させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．技術の内容 

 テラグリッド補強土工法は、壁面に樹脂製のジオセル「グランドセル」を用い、補強材

にジオテキスタイル「トリグリッド」を用いた補強土工法である。平面的に配置するジオ

セルは壁面近傍から背面までをハンドガイドローラーで十分に締め固めることで、作業の

容易性とともに安定した盛土を構築できる。また、鋼製枠と比較して軽量なため、搬入や

組立時の運搬が容易であり、災害復旧の工事に使用できる。さらには壁面から露出する金

属材料がないため、塩害や酸性土壌に対する耐久性が高く、海沿いや温泉地域や凍結防止

剤を散布する地域での使用が期待できる。このほか寒冷地においては、壁面近傍の盛土材

はジオセルによって円形に包囲されるため、盛土材の凍結融解の影響を受けにくく、寒冷

地や山間部も安全性の高い盛土が構築可能である。 

「グランドセル」と「トリグリッド」を組み合わせた「テラグリッド補強土工法」は、安

定性と安全性を備える新たな補強土工法である。 

 

３．技術の効果 

①転圧が容易で、確実な締固めが確保できる →緩い勾配であるほど作業性が向上 

②部材が軽量で搬入時や組立時の運搬が容易 →災害復旧工事にも適する 

③金属材料が露出せず、耐塩害性能に優れる →海沿い、温泉地、寒冷地で効果を発揮  

④盛土材の凍結融解の影響を受けにくい   →寒冷地、山間部でも安定性・安全性に優

れる 

⑤（一財）土木研究センター発刊「ジオテキスタイルを用いた補強土の設計・施工マニュ

アル第二回改訂版」に準拠 

 

芯材：高強度ポリエステル繊維 
被覆材：ポリプロピレン樹脂 

補強材 

壁面材 

ポリエチレン立体樹脂 
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４．技術の適用範囲 

盛土高さは20m以下、設計土圧は120kN/㎡以下、壁面勾配は1:0.3～1：1.0 

基礎地盤が必要な支持力を有すること 

 

５．活用実績（2022年8月31日現在） 

国の機関：32件 自治体：13件 民間：8件 

 
６．写真・図・表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 ジオセル内外の確実な締固め            図-2 RI試験による締固め度の比較 

 

                             表-1 鋼製枠とグランドセルの重量比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2 壁面の緑化状況       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

          図-3 標準断面図                     写真-3 適用事例 
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技術概要 

技 術 名 称 
改質アスファルト系高耐久保護シート

「アスガード」 

担 当 部 署 斜面環境保全推進部 

担 当 者 鶴田 徹 

NETIS 登録番号 KT-210041-A  電 話 番 号 092-282-1003 

社 名 前田工繊株式会社 M A I L tsuruta@mdk.co.jp 

技 術 の 概 要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 技術開発の背景及び契機 

従来、ポリエステルやポリエチレンを主材とする一般的な防草シートは、対応年

数が、1～10 年程度であった。また、シートのつなぎ目や構造物との取り合わせ部

の防草が弱点であった。 

改質アスファルト系の防草シートは、30 年程度の耐候性を持ち、シートの接合

部を溶着するため、つなぎ目からの雑草を完全に防止することが可能となる。ま

た、コンクリートやアスファルトにも溶着可能なため、構造物との取り合わせ部の

防草効果が向上する。 

現場状況により火器を使用できない場合には、自己接着型の「アスガード T3」

で対応する。 

舗装と縁石の目地部の防草対策用に「アスガード目地」のラインナップあり。 

2. 技術の内容 

 特殊不織布の上下を改質アスファルトで挟み表面に珪砂を配置することで、高

い耐候性、遮水性、遮光性を有しているため、長期間にわたり雑草を防ぎます。 

30 年相当経過後において、耐候性試験として強度保持率 80％以上を確認。遮

水性試験により遮水係数 0 を 遮光試験において遮光率 100％を確認。また、防

炎性試験において防炎性を確認。 

3. 技術の効果 

各種試験により高い防草効果を長期間維持できるほか、シートを溶着により接

合することで、重ね部や構造物との取り合わせ部からの雑草も防止できる。遮水

性を持つことから福島県では、洪水対策の一環として堤防法肩部に堤防強化とし

て使用されている。 

4. 技術の適用範囲 

平面、及び 1割以上の緩勾配。 

雨天時、積雪時は、溶着ができないため施工不可。 

5. 活用実績（2020年～2021年 9月） 

国の機関 2件   自治体 30件（九州 1件 九州以外 29件）   民間 3件 

 

 

 

74



 

民間 造成のり面                                   県道 道路下のり面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島県 堤防強化                                  用水路のり面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民間 造成地                             県道 目地防草（試験施工、8か月経過） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 施工実績 
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